
 

 

 

 

 

【上手な医療のかかり方 厚生労働省】  

https://kakarikata.mhlw.go.jp/index.html 

適切な受診の仕方、かかりつけ医などの情報が載っています。 

また、近医の検索や、休日・夜間の相談窓口の案内等を見ることができます。 

   ご参考になさってください。 

 

 

令和７年６月３０日 

河南町立中村こども園 

保健室 

７月保健行事予定 下痢のときの注意点 

 ７月 ２日（水） 視力聴力検査 ４歳児 

９：３０～ 

７月 ４日（金） 発育測定 ３・４・５歳 

７月１４日（月） 発育測定 ０・１・２歳 

※ 爪が伸びている園児には、「爪切りカード」を 

連絡ノートに挟んでいます。 

水遊びなどでケガの危険性があります。 

自宅で切ってあげてください。 

水いぼ（伝染性軟属腫）ととびひ（伝染性膿痂疹）は、どちらも夏に流行しやすい皮膚疾患ですが、発生の

経過は異なります。 

水いぼは、伝染性軟属腫ウィルスに感染することにより、白いぶつぶつができるウィルス性の感染症です。 

一方、とびひは、すり傷や水いぼが破れた後の傷等に、主に黄色ブドウ球菌などの細菌に感染することで発症

します。 

皮膚疾患は、皮膚のバリア機能と密接な関係があり、湿疹やアトピー性皮膚炎、乾燥など肌の機能が正常に

働いていない場合にトラブルが起こりやすくなります。 

夏場でも、適切な保湿は必要です。お風呂上がりの清潔な肌に保湿剤を足してあげることが、皮膚トラブルを

起こさない重要な対策になります。 

みずいぼ と とびひ 

発熱や腹痛、その他の体調不良で頼りになる小児科で、オムツかぶれなど

軽度の皮膚トラブルは対応してもらえますが、長引いたり、明らかに悪化傾向にある皮膚疾患には皮膚科を受

診しましょう。 

特に、とびひの場合は適切な抗生剤の内服や軟膏の処方、手当の方法の指示があります。 

1 週間を経過して、状態が変わらない、赤みや浸出液が増えてくるなどの変化がみられたら、すぐ皮膚科を受

診してください。 

6 月は、園全体で下痢の園児が多くいました。 

お忙しい中、登園の見合わせや早退にご協力いた

だきありがとうございました。 

小児の下痢で注意することは、第一に脱水です。 

・おしっこの量や回数が減る 

・唇や舌が乾いている 

・ぐったりと元気がない 

このような様子がみられたら、水分を与え、すぐ

に医療機関を受診してください。 

長引く症状は専門医へ 

https://kakarikata.mhlw.go.jp/index.html

